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ろ
っ
ぽ
う
通
信
の
一
面
を
飾
る
組
合
員
さ
ん
の
写
真
に
刺
激
さ
れ
、
私
も
投
稿
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
泉
中
尊
寺
で
見
つ
け
た
秋
で
す
。
錦
秋
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
風
景
に
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
し

た
。
朱
化
粧
し
た
お
堂
と
、
池
に
浮
か
ぶ
紅
葉
、
そ
し
て
秋
の
空
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事
で
、
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
一

枚
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
琴
線
に
ふ
れ
る
風
景
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ろ
っ
ぽ
う
診
療
所
所
長

秋
孫
む
中
尊
寺
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１

　

０
月
２０
日

（日
）
恒
例
の

「健

康
ま
つ
り
」
を
開
催
。

　

前
日
か
ら
心
配
さ
れ
た
天
気
も

な
ん
と
か
も
ち
、
無
事
開
催
で
き

ま
し
た
。
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嘉
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１１
＝
１１

　　

今
年
も

「豊
岡
南
中
学
校
ブ
ラ

　

ス
バ
ン
ド
部
」
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
よ
さ
２

　

い
、
う
た
ずしえ
な
ど
、
秋
の
一
日

　

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
い
し
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て

一

　

笑
顔
の
接
客
の
成
果
で
し
よ
う
か
。

　

「売
っ
て
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い

　

う
出
店
者
の
声
が
あ
り
、
食
べ
物

　

も
す
べ
て
完
士空

　

最
後
は
恒
例
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛

　

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
約
４
０
０
人
の
参
加
者

　

で
大
成
功
で
し
た
。

社
保
学
習
会
開
催

「医
療
政
策
と
但
馬
の
地
域
医
療

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
」

　

１

　

０
月
５
日

（土
）
新
田
地
区
コ

ミ
ユ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た

社
保
平
和
委
員
会
の
学
習
会
に
３２

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「た
ん
た
ん
落
語
会
」
尼
乃
家
河

鹿
さ
ん
の
医
療
に
関
す
る
落
語
の

あ
と
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
平

田
雄
大
さ
ん
と
、
豊
岡
市
会
議
員

で
公
立
豊
岡
病
院
組
合
議
員
の
村

岡
峰
男
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

平
田
さ
ん
に
は
、
国
は
地
域
医

療
構
想
の
中
で
、
但
馬
で
７４
床
の

入
院
ベ
ッ
ド
を
減
ら
す
動
き
が
あ

り
、
診
療
実
績
に
よ
っ
て
再
編
や

統
合
な
ど
の
議
論
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
ベ
ッ
ド
や

医
師
の
数
を
抑
え
て
医
療
費
を
削

減
す
る
た
め
に
、
医
師
の
働
き
万

改
革
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
岡
さ
ん
に
は
、
日
高
医
療
セ

ン
タ
ー
の
眼
科
を
豊
岡
病
院
に
移

そ
う
と
し
て
い
る
動
き
や
財
政
状

況
な
ど
、
豊
岡
病
院
組
合
の
現
状

を
中
心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。「公

立
病
院
を
守
る
た
め
に
、
一

人
．
人
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
ね
」
と
い
う
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

１も
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第１４６号

ご 存 知 で す か ？

　

～入院する前に「限度額適用認定証」を申請しましょぅ～

　

高額療養費制度は、 一旦は、 患者さんが超過額も負担しな＜てはなりません。 しかし、 「限度額適用認定証」を

病院に提示すれば、 最初から支払う金額が限度額までとなり、 払い戻しの手続きも不要になります。 ただし保険外

の差額ベッド代や、 食事代は対象外です。 通院も対象です。

①一般患者 （７０歳未満） の高額療養費制度 （注・２０「８年８月以降）

限度額
適用区分

所 得 区 分 自己負担限度額

ア

年収約１，１６０万円～

健保：標報 （＊）８３万円以上

国保：年間所得９０１万円超

　　　

２５２，６００円 十

（総医療費－８４２，０００円） ×１％

多数回該当１４０，１００円

イ

年収約７７０万円～約１，「６０万円

健保：標報 （＊）５３万円～７９万円

国保：年間所得６００万円～９０１万円

　　　

１６７，４００円 十

（総医療費－５５８，０００円） ×１％

多数回該当９３，０００円

ウ

年収約３７０万円～約７７０万円

健保：標報 （＊）２８万円～５０万円

国保：年間所得２１０万円～６００万円

　　　

８０，１００円 十

（総医療費－２６７，０００円） ×１％

多数回該当４４，４００円

工

年収１５６万円～約３７０万円

健保：標報 （＊）２６万円以下

国保：年間所得２１０万円以下

５７，６００円

多数回該当４４，４００円

才
低所得者
（住民税非課税者）

３５，４００円

多数回該当２４，６００円

＊ 「標報」 とは標準報酬月額の２と

②高額療養費（負担限度額までの徴収時）の窓□確認が必要な認定証等
年齢と所得区分 外来・入院

７０歳未満

（後期高齢者除＜）

低所得者（オ）
被保険者証（保険証）＋
限度額適用・標準負担額減額認定証

－般所得 （ウ） （工）

上位所得者（ア） （イ）
被保険者証（保険証）＋限度額適用認定証

申請手続きが必要です
入院予定や高額な通院予定になったときに、 医療保険の保険者に申請します。 国民健康保険の場合は役所の保険

年金担当窓□です。 保険証、 印鑑が必要です。

窓口負担金計算の注意点
①対象になる窓□負担金は「「か月」 分の負担金ですがこの 「１か月」 は暦月単位で計算します。 例えば４月１５日

　　

に入院し翌月の５月「０日に退院した場合、４月「５日から４月３０日までの負担金が４月分となり、５月１日から１０

　

日までが５月分となり、 通算はされません。

　　

４ 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５ 月

（例）１

　　　

喜日

　　　

１

　

１０極

　　　　　　　　　

入 院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

退院

　

４自分の負担金

　　

５月分の負担金

②医療機関ごとに別計算します。
③同じ医療機関でも、 入院・外来・歯科は別計算します。

　　　　　　　　　

劉
④院外処方の場合、 薬局分は別計算となります。

　　　　　　　　　　　

辱き ・

⑤差額ベッド代等や、 入院時の食事代、 居住費は対象になりません。
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２０１９年１１月１５日（４）

ｉ

　　　　　　　

「が ん」 と 向 き 合 っ て ８

　　

和 田 邦子

　　　

１

ｉ

　

９． 「がん患者学研究所」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

］

　

多＜の本を読む中でまず気になったのは、川竹文夫さんが設立されたＮＰＯ法人「がんの患者学研究所」のことでし

　

－
ｉ

　

た。 著書 「ガンガ治る１２カ条」 「幸せはガンが＜れた」 などの本を読みました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

ー

　　

川竹さんは元ＮＨＫのディレクターで、 生活が不規則で食生活もいい加減だったそうです。そのような生活の中で、

　

－

１暴言獣ゲ霧掛脂盛っ薗謂れ霧豊島穆蔓ん謡顕翻駐誌を藍ふき駕一足盗め甥駿髪１
１醍繋いぎ鶏雲遵轡錫麗謡姿壷宴ぞ戴忍者毒害鴬ぶ詰も暴都雛雪そぎ薯脇雛蓬鰯空１
１ きますので、 それも読んでいます。この会の考え方には、確かになるほどと感じるところは多＜ありました。実際にこｉ
ｌ

　

の研究所の考え方を実践し、 「治ったさん（がんが自然に退縮したり、完治したりした人をこの会で呼ぶ呼び方）」になっ！
ー

　

た人たちが３００人位あられるようです。 しかし、 がんの標準治療に対して否定的なところと、 自分に対してとても厳

　

ｌ
ｉ

　

し＜当たらなければならないところに不安を感じ、優柔不断の私はこの会に飛び込みきれないと思いました。

　　　　　

１

ｌ ｍ ｅ－クリニック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…

ー

　

それーこ比べて、 川竹さんの考えと似たところがある「ｅ－クリニック」の岡本格先生の考え方が私に合っていると思ｉ
ｌいま室長ｏニミニ２リ≧ヌＬ叢逓毅蟹者塾診糟臥ぬ竪潔駕蟹濯圭二基コツ 毒－
１が紙発生さま先生誤叢矢掌謎義老騒渋髭 緋灘卵雀％器鰐客菱舞おれＥ勝１
…

　

し、 患者さんを診るうちに、元気に退院した人が再発するのを目の当たりにされ、標準治療と言われる「３大療法」 （手！
１術、 抗がん剤、 放射線） だけでは不十分だと思われたそうです。遺伝子レベルのがんの研究も行われたそうですが、 限

　

！
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ１界を感じられたようです。
１

　

先生は、 がんは単なる臓器だけの病気ではな＜、 全身の病だと言われます。全身の免疫力 （自己治癒力） や栄養が低 １

ｉ

　

下した状態の時に、 たまたま結果として、例えば胃という臓器にがんが発生しただープだと言われるのです。 ですから、

　

－
ｉがんに打ち勝つためには、患者本人の体力・免疫力が大事で、これを高めることが不可欠だという考えです。それを「セｉ
ｉルフ治療（自分で治す治療）」と言います。先生は、 「セルフ治療」をベースにしながら、 がんの３大治療 （手術、抗ｉ

ｉ碁た船鱈胤踏奏暑署患書室驚喜と言譲
れ
れ
を
る
う
の
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か
け
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虹
の
ひ
ろ
ば

出
石
支
部
カ
ラ
オ
ケ
班

　

９
月
２３
日
（月
）
午
後
、
八
鹿

の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
に
８
名
が
参
加
。

　

み
な
自
分
の
得
意
な
歌
を
歌
っ

て
約
２
時
間
半
。
気
分
爽
快
！
大

い
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

西
野
信
義

るつぼう通信

．零す＝＊

２０１９年１１月１５日（５）

美
方
支
部

　

今
年
の
手
作
り
会
は
消
し
ゴ
ム

は
ん
こ
を
ぺ
た
ぺ
た
押
し
て
作
□ｍ

作
り
。
手
を
動
か
す
よ
り
も
忙
し

＜
？
□
を
動
か
し
ま
し
た
。

「
っし

の
△百を
楽
し
み
に
し
て
お
っ
て
な
あ
」

と
嬉
し
い
組
合
員
さ
ん
の
声
も
い

た
だ
き
、
来
年
は
何
に
し
よ
う
か

と
今
か
ら
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た

「な
ん
な
っ
と
」
を
利
用

さ
れ
左
方
か
ら

「本
当
に
助
か
り

ま
し
た
」
と
お
話
を
伺
い
、
近
＜

に
も
欲
し
い
な
と
い
う
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

朝
来
支
部

輝
き
な
が
ら
歳
を
重
ね
た
い
！

第
２
回

「あ
さ
ご
文
化
作
□ｍ
展
」

１０
月
１５
日
（火
）か
ら
１１
月
１
日
（金
）

ま
で
、
前
回
と
同
じ
＜
朝
来
市
竹

田
駅
前
の
神
戸
聖
隷
歴
史
資
料
館

で
、
年
金
者
組
合
と
合
同
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
も
多
数
の
万
に

出
展
し
て
い
た
だ
＜
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

１

　

８
日
に
は
１４
人
が

証
ｍろ
う
△
さ

に
参
加
。
作
品
へ
の
思
い
や
自
身

の
近
況
報
告
、
現
在
の
生
活
に
つ

い
て
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会

雨
で
中
止

　

１

　

０
月
２５
日
に
予
定
し
て
い
た
大

会
は
、
残
念
な
か
５
雨
の
た
め
に

中
止
し
ま
し
た
。

次
回
は
来
年
２
月
３
日
に
但
馬

ド
ー
ム
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
＜
だ
さ
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◎⑧④ 畿 健
康
ま
つ
り
に
出
演
し
て

い
な
い
グ
ル
ー
プ
は
ど
れ
で

し
▼よ
－っ
？

④

よ
さ
こ
い

⑧
フ
ラ
ダ
ン
ス

◎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

ま
た
は
待
合
室
の
応
募
箱
に
て
、

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
医
療
生
協
に

対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を
添
え

て
「だ
じ
ま
医
療
生
協
ク
イ
ズ
係
」

ま
で
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

様
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ご
住
所
、
お
名
前
を

お
忘
れ
な
＜
。
当
選
者
は
次
号
の

る
つ
ぼ
う
通
信
で
発
表
し
ま
す
。

そ
の
さ
い
ペ
ン
ネ
１
ム
で
の
記
載

を
ご
希
望
の
方
は
、
併
せ
て
ご
記

入
＜
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
恢
月
伍
日
で
す
。

ご
意
見
・ご
感
想
よ
り

●
地
域
に
密
着
し
た
活
動
等
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い

担当：和田・瀬渡まで
（ＴＥＬ２４一７０３５）

ま
す
。

●
地
域
医
療
の
学
習
会
に
行
っ
て

　

き
た
。
歳
と
っ
て
か
ら
入
院
し

　

づ
ら
＜
な
る
の
は
困
る
。
入
院

　

ベ
ッ
ド
を
減
ら
さ
な
い
で
ほ
し

　　

ｔ
Ｖ前

回
の
ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
の
結
果
、
次
の
万
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
い
ど
マ
イ
ン
ド
さ
ん
命
豆
岡
市
）

泳
ぐ
だ
こ
や
き
さ
ん

（豊
岡
市
）

浮
輪
さ
ん

　　　　　

（豊
岡
市
）

受付時間を一部変更しております。
まだ、 医師体制により診療時間が

変更になることがあり、 ご迷惑を

おかげいたします。
受診される前には当日の診療時間

をご確言忍いただきますようお願い

いたします

診 療 時 間

＼
月 火 水 木 金 土

前
…脂

　

～

午
蛸 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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／
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○ ／
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午前診療

　

火～金午前８時～１１時

　

月・土午前８時～１２時

　　　　

夜間診療

　

月・水午後４時～６時半

　

金午後４時～７時
日曜・祝日休診

「「 る つ ぼ う 診 療 所ノ
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◆材料２人分◆
もめん豆腐………………………………３００ｇ

豆
腐
グ
弓
ダ
ン

「私
の
お
す
す
め
料
理
」
⑬

　　

管
理

　

味
噌
と
マ
ヨ
ネ
１
ズ
の
香
り
が
食
欲
増
進
！

管
理
栄
養
士

　　　　　　　　

　

　　 　
　　

　

　　　　　　　 　　　

１

　

鵠 きざきき＊－ー÷，－．

エビ （ブラックタイガー）……

　

８尾 （１６０ｇ）

塩・こしよう……………………………各少量

ブ□ツ］リー……………… 「／２個 （約１２０ｇ）

ソース

儀一

　

２０晶綴喜
サラダ油………………………………大さじ「

粉チーズ……………………………大さじ１／２

　

， －－

　

－

　

－－－

　　　

すき鱒談義園謙譲もぎ寿ぎ券
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◎ 忍３券楯≧－蛋白質１釧ｇ

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、

　

豆
腐
と
エ
ビ
を
入
れ
て
焼
＜
。

　

焼
き
色
か
つ
い
だ
ら
、
グ
ラ

④

　

ソ
ー
ス
の
材
料
を
混
ぜ
合
わ

⑥

　　　　　　　　　

⑤

　　

④

　　

③

　　　　

②

　　　　　　　　　

①

　

◆②

　

エ
ビ
は
殻
を
あ
き
、
背
わ
た

　

を
除
く
。
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・
こ
し
よ
う
を

　

少
量
ふ
っ
て
下
味
を
つ
け
る
。
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三木武行
第１１回 地震と防災

　

１９２３ （大正１２） 年９月１日、 関東大地震が起き１０万人を超える犠牲者が出ましたが、 但馬ーこも記録に

残る大地震がありました。 ２年後の「９２５ （大正１４） 年５月２３日、 豊岡市田結断層が活動した北但地震で

す。 関東大地震の教訓で田結の人はまず火災を消火し人的被害を最ノ」＼限に抑えました。 このことを防災で取り上

げたのが東京大学の今村明恒博士でした。 （その縁があってか現在でも田結では東京大学からラムサール湿地に

関する研究が行われています。） また２年後の１９２７ （昭和２） 年３月７日、 京丹後市の郷村を中心に震度７

の地震が起こり２９２５名の犠牲者が出ました。 不思議なことに９月１日、 ５月２３日、 ３月７日と、 月と日の

数を加えると１０になります。 加えてｌｏになる日に地震が起こると思われがちですか、 これは統計確率の問題

で１年間に加えると１０になる日が最も多いからです。
今から９０年前は全国的に地震の活動期でしたが、 現在もまた活動期に入ったと言われています。 東北地方太

平洋沖地震に始まり熊本・北海道などで地震が続き、 次は南海・東南海地震や関東地震が心配されています。 最

も心配なのは東京地震や富士山の噴火などと予測する地震学者もいます。 日本ではどこでも地震は必ず起こるも

のと考え、 常に命の安全と減災を考える行動を習慣化することが肝要かと思います。 地震・洪水・地すべりなど

と停電・断水・避難など自分の生活と関連して考えておきましよう。
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北但地震の豊岡市内

　　　　　　　　　　

丹後地震の郷村断層

　　　　　　　　　　

南部地震の神戸
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